
平成 25年度秋田県中山間ふるさと・水と土フォーラム 

2013 

語り部交流会 in あきた 
 

水と土、そのすばらしい農村風景を『継承』する精神 
 

 

 

  

     

 

 

平成 25 年 10 月 10 日（木） 

男 鹿 市 民 文 化 会 館 

 

 

 

主 催：秋田県 

共 催：あきた食料・環境・ふるさとを考える地球人会議 

協 力：平野啓子（「語り部交流会」企画・開催指導） 

後 援：農林水産省東北農政局 

男鹿市、男鹿市教育委員会 

         秋田県土地改良事業団体連合会 

         秋田県農地・水・環境保全向上対策地域協議会 
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プログラム 

 

 

１ あいさつ                    13:00～13:10 

    秋田県農林水産部次長     難波 和聡 

    前農林水産省農村振興局次長  林田 直樹 

 

２ 基調講演                    13:10～13:45 

  菅江真澄が愛した『男鹿』の農業・農村 

     あきた森づくり活動サポートセンター所長 菅原 徳蔵 

 

３ 語  り                    13:45～14:40 

    『語り』を通して知る農村風景の『継承』 

      語り部・かたりすと          平野 啓子 

 

（ 休  憩 ）                  14:40～14:50 

 

４ 語りフォーラム                 14:50～15:40 

    水と土、そのすばらしい農村風景を『継承』する精神（こころ） 

     コーディネーター：平野 啓子  

        パネリスト：渡部 幸男（男鹿市長） 

             ：安藤 伸一（秋田魁新報社男鹿支局長） 

             ：林田 直樹 

             ：菅原 徳蔵  

 

５ 地域伝統芸能                  15:40～16:00 

    「なまはげ太鼓」 

      なまはげトラディション of oga spa 恩荷（おんが） 

 

 

 

コンセプト 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

男鹿地域は、多様で豊かな自然環境、自然に適応して営まれてきた農林漁業、それらの自然

や生業の中で育まれてきた歴史、文化、食、景観などの数多くの地域資源が継承されています。 

  今から約２００年前、日本の民俗学の祖と評される「菅江真澄」は、男鹿地域の多様で豊か

な地域資源に着目し、紀行文、スケッチ、和歌等により、それを後世に語り伝えようと「男鹿

五風」を書き記しています。 

  今回は、男鹿の『すばらしい農村風景』にスポットを当て、古から現在まで受け継がれてき

た背景にある先人たちの足跡や現在の取組などを、「語り」を通して見つめ直すことにより、

農村に宿り続ける「継承の精神(こころ)」を再確認し、様々な取組に活かし、発信していくこ

とで、地域活力の向上や秋田の農村振興につなげていくことができないかを考えます。 
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プロフィール 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

平野 啓子（ひらの けいこ） 

○語り部・かたりすと 

○大阪芸術大学教授、武蔵野大学非常勤講師。 

○元「ＮＨＫニュースおはよう日本」のキャスター、大河ドラマ 

「毛利元就」、「義経」、教育テレビ「ＮＨＫ短歌」、「おはなしの 

くに」などの語りを務める。 

○農林水産省等官民連携の「オーライ！ニッポン会議」副代表 

○全国各地で「語り部交流会」の企画・開催を指導、協力。 

○本県で開催している「語り部交流会 in あきた」に講師、コー 

ディネーターとして参加。（H23 年：美郷町、H24 年：にかほ市） 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

菅原 徳蔵（すがわら とくぞう） 

  ○あきた森づくり活動サポートセンター 所長 

  ○前秋田県山本地域振興局長 

  ○これまで２回の「語り部交流会 in あきた」において、基調講演の講師を務める。 

  ○県内の農村の歴史や風土、偉人、食、祭り、伝統行事等について幅広く紹介するホーム 

ページ「美しき水の郷あきた」を平成１２年に立ち上げる。 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

渡部 幸男（わたなべ ゆきお） 

○男鹿市長 

○秋田県漁港漁場協会会長。男鹿半島・大潟ジオパーク推進協議会会長。 

  ○伊藤忠商事株式会社、秋田海陸運送株式会社社長、秋田県議会議員を経て現在に至る。 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

安藤 伸一（あんどう しんいち） 

○秋田魁新報社男鹿支局長 

○平成８年秋田魁新報入社。文化部、社会部、鷹巣支局、政治経済部、報道部経済デスクな

どを経て、平成２４年４月から男鹿支局長。 

○平成２１年１１月から２２年３月まで、第５１次日本南極地域観測隊に同行。南極観測船・

新しらせの初航海や極地科学の最前線を取材。 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

林田 直樹（はやしだ なおき） 

○前農林水産省農村振興局次長 

○農林水産省に入省以来、長らく農業農村整備に携わる。農林水産省事業計画課長、大臣官

房審議官を経て、平成 25年 7 月まで農村振興局次長。 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

なまはげトラディション of oga spa 恩荷（おんが） 

○男鹿市在住の有志で設立した和太鼓団体で、男鹿温泉交流館「五風」   

での「ナマハゲふれあい太鼓ライブ」など精力的に活動中。 

○感謝の「恩」とそれを「荷」にして進んでいくことを、男鹿の古名 

「恩荷」とかけて命名。 

 

 

 

秋田デスティネーションキャンペーン 秋田デスティネーションキャンペーン 秋田デスティネーションキャンペーン 秋田デスティネーションキャンペーン 

2013 年 10 月 1 日～12 月 31 日 2013 年 10 月 1 日～12 月 31 日 2013 年 10 月 1 日～12 月 31 日 2013 年 10 月 1 日～12 月 31 日 
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2013語り部交流会inあきたコンセプト（イメージ図）

菅江真澄が見た『男鹿』の風景菅江真澄が見た『男鹿』の風景菅江真澄が見た『男鹿』の風景菅江真澄が見た『男鹿』の風景

環境（自然環境の保全）

菅江真澄菅江真澄菅江真澄菅江真澄(1754～～～～1829)

は、男鹿半島に三度訪れ、

「男鹿五風（秋風、春風、涼

風、島風、寒風）」と呼ばれ

る男鹿の人々の生活を絵と

文で克明に記録した日記、

図絵集を残した。
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一の目潟一の目潟一の目潟一の目潟(春風1810)(春風1810)(春風1810)(春風1810) 滝の頭滝の頭滝の頭滝の頭(寒風1811)(寒風1811)(寒風1811)(寒風1811)

先人の苦労（水路開削・原野開墾）先人の苦労（水路開削・原野開墾）先人の苦労（水路開削・原野開墾）先人の苦労（水路開削・原野開墾）

ため池周辺のクリーンナップ

(21世紀創造運動：2002年～）

『共生』の精神『共生』の精神『共生』の精神『共生』の精神

一の目潟ため池一の目潟ため池一の目潟ため池一の目潟ため池
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水を運ぶ水を運ぶ水を運ぶ水を運ぶ

『結い』の精神『結い』の精神『結い』の精神『結い』の精神

未来への継承未来への継承未来への継承未来への継承

今も昔も変わらない『すばらしい農村風景（地域資源）』の継承今も昔も変わらない『すばらしい農村風景（地域資源）』の継承今も昔も変わらない『すばらしい農村風景（地域資源）』の継承今も昔も変わらない『すばらしい農村風景（地域資源）』の継承

田畑を潤す一ノ目潟 寒風山から湧き出る滝の頭湧水田園風景に包まれる古民家 男鹿三山を背景に日本海まで続く棚田

環境保全環境保全環境保全環境保全 維持管理維持管理維持管理維持管理維持管理維持管理維持管理維持管理

滝の頭湧水滝の頭湧水滝の頭湧水滝の頭湧水
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集落内では生活用水としても利用

(土地改良区・集落の共同管理)

他地域で野村川の

水を使わない期間

（9～3月）に導水

内田金三郎内田金三郎内田金三郎内田金三郎(1850年代後期)

と田沼慶吉田沼慶吉田沼慶吉田沼慶吉(1905～1909年)

による隧道(水路トンネル)

工事と新田開発

100年以上経過後にトンネル改修

(県：2004年～)

改修改修改修改修

水路の維持管理、地域住民による環境保全水路の維持管理、地域住民による環境保全水路の維持管理、地域住民による環境保全水路の維持管理、地域住民による環境保全

上水道への利用

（男鹿市使用量の約9割）

里地・里山の風景里地・里山の風景里地・里山の風景里地・里山の風景(春風1810)(春風1810)(春風1810)(春風1810)

なまはげなまはげなまはげなまはげ

(寒風1811)(寒風1811)(寒風1811)(寒風1811)

五里合

円筒分水工円筒分水工円筒分水工円筒分水工

一ノ目潟一ノ目潟一ノ目潟一ノ目潟

ため池ため池ため池ため池

１日

2.5㌧

滝の頭湧水滝の頭湧水滝の頭湧水滝の頭湧水

渡部斧松渡部斧松渡部斧松渡部斧松（1820～1827年）による水路開削と新

田開発（渡部村）。菅江真澄の滝の頭紀行より

23年後に水路完成

水
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農業・農村（地域の持続的発展）

地域住民による環境保全活動

(農地・水保全活動2012年～)
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